
   
 

今
回
、
『
い
ち
の
み
や
エ

コ
・
ウ
ォ
ー
ク
』
に
登
録
さ
れ

た
「
木
曽
川
リ
バ
ー
ワ
ー
ク
一

宮
協
議
会
（
会
員
約
50
名
）
」

の
活
動
状
況
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。 

木
曽
川
左
岸
の
一
宮
市
北

方
町
地
区
の
一
部
は
、
堤
防
上

の
道
も
狭
く
夜
は
暗
く
て
周

辺
に
住
む
人
た
ち
の
不
安
の

種
で
も
あ
り
、
不
法
投
棄
の
場

所
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
木
曽
川
左
岸
堤
防
の
治

水
工
事
と
環
境
整
備
を
主
体

と
し
た
川
づ
く
り
に
つ
い
て
、

堤
防
の
改
修
工
事
に
合
わ
せ
、

地
元
の
町
会
長
が
結
束
し
て

「
木
曽
川
リ
バ
ー
ワ
ー
ク
一

宮
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し

た
。
国
土
交
通
省
、
一
宮
市
役 

所
な
ど
へ
要
望
す
る
ば
か
り 

   

    

で
な
く
、
自
ら
望
ま
れ
る
地
域

づ
く
り
に
参
加
し
よ
う
と
の

活
動
が
始
ま
り
で
す
。
現
在
、

国
土
交
通
省
の
河
川
美
化
協

力
員
に
登
録
し
、
堤
防
の
清
掃

や
、
不
法
投
棄
の
監
視
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

        

会
長
の
服
部
元
さ
ん
は
、

「
木
曽
川
リ
バ
ー
ワ
ー
ク
一

宮
協
議
会
で
は
、
団
体
と
し
て

『
い
ち
の
み
や
エ
コ
・
ウ
ォ
ー

ク
』
に
登
録
し
て
、
堤
防
を
歩

き
な
が
ら
、
ご
み
を
拾
う
木
曽 

   
川
堤
防
巡
回
清
掃
を
月
１
回

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員 

個
人
と
し
て
も
散
歩
す
る
時

に
歩
き
な
が
ら
、
ご
み
を
拾
っ

て
い
ま
す
」。
そ
し
て
、「
今
後

も
、
堤
防
区
域
を
治
水
、
景
観
、

歴
史
の
伝
承
、
地
域
の
活
性
化
、

多
様
な
空
間
造
り
を
テ
ー
マ

に
安
全
・
安
心
そ
し
て
健
康
な

生
活
空
間
の
実
現
に
向
け
て
、

川
を
愛
す
る
人
々
を
増
や
し
、

木
曽
川
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
歴

史
的
、
文
化
的
遺
産
の
発
掘
と

伝
承
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
地
域
の
よ
り
よ
い
環

境
を
保
つ
た
め
に
活
動
を
進

め
ま
す
」
と
の
こ
と
。
今
後
、

一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 

 

 
 

 
 

※ 

詳

細

は

裏

面 

 
 

 

清掃活動にはげむ会員 

木曽川堤防巡回清掃 

 

＜回 覧＞ 

              

          

＊ 裏面もお読みください。 
 



     
｢

一
宮
市
環
境
基
本
計
画

推
進
協
議
会｣

が
、
本
紙
№
９

と
市
広
報
７
月
号
な
ど
で
公

募
し
た
、
ご
み
減
量
へ
の
行
動

を
促
す
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ

ン
は
、
北
方
小
学
校
一
年
生
の

三
宅
香
澄
さ
ん
の
作
品
に
決

ま
り
ま
し
た
。 

三
宅
香
澄
さ
ん
の
デ
ザ
イ

ン
を
主
体
に
、
当
推
進
協
議

会
・
ご
み
減
量
分
科
会
で
ポ
ス

タ
ー
と
し
て
ア
レ
ン
ジ
し
た 

          

     

も
の
を
印
刷
、
昨
年
末
か
ら
年

始
に
か
け
て
全
市
・
町
内
会
の

掲
示
板
や
公
民
館
を
始
め
、
市

の
公
共
施
設
で
約
１
０
０
０

枚
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。 
デ
ザ
イ
ン
は
、
純
心
な
子
供

の
目
か
ら
見
た
〈
ご
み
分
別
〉

へ
の
願
い
で
、
分
別
を
通
し
て

の
ご
み
減
量
、
更
に
は
市
民
一

人
ひ
と
り
の
行
動
に
よ
っ
て
、

循
環
型
社
会
を
実
現
し
た
い

も
の
で
す
。 

          

    

「
我
が
家
の
環
境
大
臣
」
の
、

活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
紙

№
8
と
№
11
で
も
紹
介
し
ま

し
た
が
、
平
成
18
年
12
月
1

日
現
在
、
登
録
さ
れ
た
人
数
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

・
個
人 

4
世
帯 

15
人 

・
団
体 

11
団
体 

１
７
１
７
人 
       

平
成

18
年

12
月
1
日
現

在
の
登
録
さ
れ
た
人
数
で
す
。 

・
個
人 

9
世
帯 
14
人 

・
団
体 

7
団
体 

146
人 

◆ 

「
我
が
家
の
環
境
大
臣
」
と 

「
い
ち
の
み
や
エ
コ
・
ウ
ォ
ー
ク
」 

登
録
者
募
集
中 

 

詳
し
く
は
、
下
記
事
務
局
ま
で 

 
    

こ
の
冬
、
あ
な
た
は
暖
房
機

器
に
頼
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん

か
。 室
内
と
屋
外
の
温
度
差
が

７
℃
以
上
に
な
る
と
人
間
が

本
来
持
っ
て
い
る
自
然
な
体

温
調
整
能
力
を
弱
め
て
し
ま

い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
ま
だ
ま
だ
続
く
寒

い
季
節
を
快
適
に
乗
り
切
る

た
め
の
工
夫
を
紹
介
し
ま
す
。 

大
根
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
根

菜
類
や
生
姜
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど

の
香
味
野
菜
（
身
体
を
温
め
る

食
品
）
を
と
り
、
朝
食
は
し
っ

か
り
食
べ
ま
す
。 

生
姜
風
呂
は
、
新
陳
代
謝
を

促
し
、
風
邪
予
防
に
効
き
ま
す
。 

〈
作
り
方
〉
生
姜
ひ
と
握
り 
分
（
80
ｇ
）
を
す
り
お
ろ
し
、 
し
ぼ
り
汁
を
浴
槽
に
入
れ
て

か
き
混
ぜ
ま
す
。 

     

〔
ご
注
意
〕 

皮
膚
の
弱
い
方
、

乳
幼
児
は
刺
激
が
強
い
の
で

分
量
を
加
減
す
る
か
避
け
て

く
だ
さ
い
。 

み
か
ん
風
呂
は
、
血
行
促
進

効
果
や
果
皮
に
ク
エ
ン
酸
や

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
含
ま
れ
る
た

め
美
肌
効
果
が
あ
り
ま
す
。

〈
作
り
方
〉
み
か
ん
の
皮
を
陰

干
し
し
て
20
個
分
集
ま
っ
た

ら
、
ガ
ー
ゼ
か
木
綿
の
袋
に
入

れ
て
浴
槽
に
入
れ
ま
す
。 

羽
毛
掛
け
布
団
に
、
毛
布
を

プ
ラ
ス
す
る
と
き
は
、
毛
布
よ

り
体
に
フ
ィ
ッ
ト
し
や
す
い

羽
毛
掛
け
布
団
を
内
側
に
し
、

綿
や
ウ
ー
ル
の
掛
け
布
団
の

場
合
は
、
毛
布
を
内
側
に
し
ま

す
。
ま
た
、
布
団
の
襟
元
に
バ

ス
タ
オ
ル
等
を
あ
て
る
と
肌

触
り
よ
く
、
暖
か
く
眠
れ
ま
す
。 

 

 

 

 
 

掲示された“ごみ減量促進ポスター” 

 

「
我
が
家
の
環
境
大
臣
」
の 

登

録

状

況 

「
い
ち
の
み
や
エ
コ
・ 

ウ
ォ
ー
ク
」
の
登
録
状
況 

問い合わせ： 一宮市環境基本計画推進協議会事務局 (環境保全課内)  
№ 4          TEL 45-7185  FAX 45-7187 E-mail:kankyohozen@city.ichinomiya.lg.jp 


